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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

• 人の摂食動作や口腔機能の客観的評価を通し
て、食の安全や食育の推進を共に目指す分野

• 生体計測を通して、様々な食品や食具の特徴
評価を試みる分野の企業

「食べる」「話す」「表情をつくる」といった
口腔の機能を、様々な生体計測を用いて評価を
行うことが可能です。
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人は生後4～6か月頃から、それまでの哺乳運
動を主体とした栄養摂取から、固形食を口腔内に
取込む摂食運動を主体とした栄養摂取へと、ダイ
ナミックに変化を開始します。その後さらに複雑
な食品を食べることができるようになるまで、摂
食に関連する器官の運動は学齢前期を通して向上
すると考えられています。この摂食機能の発達変
化については、口腔の運動に加えて、口腔と上肢
との協調運動の成熟が重要とされています。
我々の研究室では、口腔機能発達の側面からの
「食べ方」の育成支援を目的として、捕食（食べ
物の取込み動作）における口唇機能および上肢な
ど捕食関連器官の運動の小児期の特徴に関して、
バイオメカニクスな手法を用いて解析を進めてい
ます。また、摂食機能・口腔機能の客観的評価に
向けて計測手法の確立に取り組んでいます。
消費者庁によると、小児における食品による窒
息死は年間20件以上報告されており、「食品が
原因の窒息」は決して珍しいことではありません。
将来的な本研究の展開としては、摂食機能の側面
から窒息のリスクについての検討や、小児の機能
発達に応じた食品選択にも応用できる可能性があ
ると考えています。
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